
の海外相場

Open

High

Low

Settlement
Change

EFP 1.75 1.85 -0.046 -0.040 3.40 3.80 -17.00 -12.00 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前　11.8％ 予　-2.3％ 前　4.9％ 予　-3.3％ 前　2.2％ 予　2.0％

前　10 予　10 前　96.9 予　97.0

前　2.3％ 予　2.4％

前　-0.10％ 前　1.63 予　1.63

前　1.1％ 予　1.1％

前　-7.2 予　-7.0 前　99.6 予　99.9

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

881.0

-24.2 

2019/4/16

1.5

7.8

Gold (Moz)

4月 リッチモンド連銀製造業指数 

1,404.8

1,411.3892.7

1,275.2

576.5

38.0

430.0 902.1

548.423.6 1,457.5

15.8

118.4 1,906.6

2,808.7

37.9

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

14.815

3月 中古住宅販売件数 3月 新築住宅販売件数

14.865

LBMA/LPPM Fixing ($)

4月22日

1,417.00

882.00

          コメント

Thu FriWed

Precious Metals

貴金属全般は略横ばいとなった。欧州時間は市場材料が乏しい中、貴金属全般は狭いレンジ内で推移した。米国時間に入ってドルが弱含む中でゴールドは

一時高値$1,285/ozをつけたが、その後反落した結果、略横ばいの形で引けた。シルバーはゴールドにつられて上昇して$15.00/ozを試したが、上抜けでき

ず、下落した。26日に発表の米第１・四半期のGDPが発表されるほか、 30日から米中閣僚級貿易協議が再開されることを控え、様子見ムードが広がる中で

プラチナ・パラジウム共に略横ばいとなった。

FX

ドルは主要通貨に対して略横ばいとなった。欧州時間は前日に発表された独4月IFO企業景況感指数が軟調な結果であったを受け、ユーロは対ドルで引き

続き軟調に推移した。米国時間は米3月の耐久財受注統計が8カ月ぶりの大幅な伸びとなったことを受け、ドル指数は約2年振りの高値98.30をつけた。一方、

新規失業保険申請件数が大幅な増加となったことを受け、ドル指数は下落した。ドル/円終値111.65、ユーロ/ドル終値は1.1134。

1-3月期 四半期GDP

AM

1,277.85

 Fixing Prices

2019年4月26日

1,397.2881.1

889.7
1.1

1,406.9
1.8

PM

878.00

1,418.00

1,280.80

Silver (May) Platinum (Jul) Palladium (Jun)

-0.037 

14.910

14.975

14.879

888.1

4月 ミシガン大学消費者態度指数

4月25日

USA

COMEX/NYMEX ($) Gold (Jun) 

0.3

Mon Tue

1,284.8

1,277.9

1,279.7

独　4月 ＩＦＯ企業景況感指数

JP　 日銀・金融政策決定会合 JP　3月 失業率

JP　3月 有効求人倍率

JP　4月 消費者物価指数JP　日銀展望レポート

JP　政策金利発表

JP　 黒田東彦日銀総裁　記者会見

EU　休場

Asia

EU　4月 消費者信頼感

Europe

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的として

おり、弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。


